
武庫郡精道村耕地整理関係史料概要

2:文書群名 武庫郡精道村耕地整理関係史料

3:出所 精道村耕地整理組合

5:地名 精道村打出／芦屋市打出／芦屋市打出小槌町ほか

6:行政区分 精道村／芦屋市

4:家業・役職等 -

7:歴史 打出は芦屋市の東部に位置し、村の中央を宮川が貫流、南部を西国街
道が横断する。明治24年（1891）の戸数は340戸、人口は男892人・女
905人。明治38年（1905）阪神電気鉄道打出停留所が設置されて以来、
大阪・神戸との交通が至便になり、同地区は良好な住宅地として発展
し、人口も大正12年（1923）5,034人、昭和14年（1939）1万4,142人と
増加していった。

8:伝来 出所の所蔵を離れた本文書群を、昭和59年（1987）4月7日に史料館が
古書籍商より購入。平成14年（2002）4月に整理・目録作成を完了し
た。

10:点数 13点（目録件数13件）

11:年代 大正7年（1918）～昭和15年（1940）

12:構造と内容 本文書群は、武庫郡精道村の耕地整理組合史料で構成されている。こ
の史料は大正～昭和戦前期にかけて実施された打出地区の耕地整理事業
のもので、打出第二・第四耕地整理組合、打出金塚耕地整理組合、打出
笄塚耕地整理組合の史料からなる。

13:関連史料 -

1:文書群番号 084003

14:閲覧条件 原本

9:史料入手先 古書籍商

15:作成者 坂江 愛

尼崎市立地域研究史料館


